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１．はじめに  

 超高強度繊維補強コンクリート(以下 UFC)の高強度・

高耐久性を活かした用途の一つとして，重交通道路等に

おける耐磨耗版としての利用が考えられる．しかしなが

ら，UFC で製造された耐磨耗版(以下 UFC 耐磨耗版)の摩

耗やすべり抵抗等の路面性状に関する研究は極めて少

ないのが現状である．そこで本研究では，UFC 耐磨耗版

の路面性状の基礎データの収集を目的として，すべり抵

抗性に及ぼす表面テクスチャの影響および供用時の路

面性状の経時変化を調査した． 

 

２．UFC 耐磨耗版のすべり抵抗に及ぼすテクスチャの影響 

（１）実験概要 

 UFC の配合を表 1 に，製作した供試体の諸元を表 2 に

示す．表面テクスチャは，ポリエステルフィルム貼付け

鋼板により得られる平滑面を基準として，グルービング

間隔，縞鋼板およびほうき目の影響を検討した．なお，

グルービングは，標準熱養生(90℃，48 時間)終了後にコ

ンクリートカッターを用いて行った．すべり抵抗値は，

振子式スキッドレジスタンステスターを用い，20℃恒温

室にて測定した． 

 

表 1 UFC の配合 

単位量 (kg/m2) 圧縮強度 曲げ強度
Ｗ ＰＭ ＦＭ ＳＰ (N/mm2) （N/mm2）
180 2254 157 26 210 43 

 ＰＭ： 標準配合粉体(太平洋セメント製) 
 ＦＭ： 鋼繊維(φ0.2×15mm) 
 ＳＰ： 高性能減水剤(ポリカルボン酸系) 
 

表 2 供試体の諸元 

ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ 
幅 間隔 No. 

ﾃｸｽﾁｬ 
呼び名 

型枠材 

(mm) (mm) 

供試体寸法 
(mm) 

1 平滑 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ貼付け鋼板 - - 300×300×50 
2 5-25 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ貼付け鋼板 5 25 300×300×50 
3 5-15 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ貼付け鋼板 5 25 300×300×50 
4 縞鋼板 縞鋼板 - - 1700×1000×30
5 ほうき目 ほうき目模様シート(樹脂製) - - 1700×1000×30

（２）実験結果 

 図 1 にテクスチャ別のすべり抵抗値(BPN)を示す．潤

滑路面で歩行者等がすべりやすさを感じないすべり抵

抗値の目標は，BPN で 40 以上とされているが 1)，平滑面

の場合は滑りやすいことが認められた．これに対して，

グルービング加工した場合は，溝間隔を小さくするほど，

すべり抵抗が高くなる傾向を示した．また，縞鋼板の模

様を転写した場合，ほうき目を付与した場合も，平滑の

場合と比較するとすべり抵抗が高くなることが認めら

れた． 
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図 1 テクスチャと BPN 

３．UFC 耐磨耗版の路面性状の調査  

（１）UFC 耐磨耗版の施工および調査概要 

 表 1 に示す配合で，ほうき目模様シートを使用し，ほ

うき目模様を付与した UFC 耐磨耗版(1691×991×30mm)

を作製した．UFC 耐磨耗版の設置場所は， 積載のない

11 トンダンプトラックが 1 日約 800 台(年間約 300 日)

通過する歩道の乗り入れ部とし，図 2のように配置した．

なお，路盤は，上層路盤上に厚さ 250mm のコンクリート

版を配置した構造とし，UFC 耐磨耗版とコンクリート版

の隙間(20mm)はエポキシ系グラウト材で充填し，一体化

を図った．また，版の四隅はアンカーで固定した． 

路面性状の調査は，図 2 に示す位置(①および④：非

走行部，タイヤ磨耗を受けていない位置，②および③：

走行部，タイヤによる磨耗を受ける位置)にて，表 3 に

示すような方法にて行った． 
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図 2 耐磨耗版の配置，タイヤ通過位置および調査点 

表 3 調査項目と方法 

調査 調査 調査 調査時期 (供用期間) 

項目 内容 方法 供用前 1か月 3か月 6か月 1年 3年 5年

BPN 
振子式スキッドレジ

スタンステスター 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

すべり 

抵抗 動的摩擦 

係数 
DFテスター - - - - ○ - ○

磨耗量 
表面ﾃｸｽﾁｬ 

の凹凸高さ 

石膏に表面ﾃｸｽﾁｬを

転写し,ﾚｰｻﾞｰ変位計

にて凹凸を計測 

(調査点①,②) 

○ - - ○ ○ ○ ○

* 車両通過台数の目安：供用後 1か月(2 万台),3 か月(6 万台),6 か月(12 万台),

 1 年(24 万台), 3 年(72 万台),5 年(120 万台) 

（２）調査結果 

①BPN および動的摩擦係数 

 図 3に BPN の測定結果を，図 4 に動的摩擦係数の測定

結果を示す．なお，非走行部および走行部の調査 2点間

の測定値に大きな差異は認められなかったので，いずれ

の図も平均値で表示した．BPN は，非走行部においては

供用 6か月程度まで上昇し，その後は変化が少なくなり，

5年まではほぼ一定した値を示した．走行部においても，

BPN は供用期間とともに上昇し，長期的には 60 程度で安

定した．また，走行部は非走行部より小さな値を示した

が，これはほうき目の磨耗の影響と考えられる． 

動的摩擦係数は，供用１年では，非走行部においては

0.6 程度以上の値を示したのに対して，走行部は非走行

部と比べていずれの速度においても低下し，速度によら

ず 0.5 程度とほぼ一定の値を示した．また，供用 5年の

走行部も，供用 1年の場合と同様の傾向を示した． 
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図 3  BPN 測定結果 
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図 4 動的摩擦係数測定結果 

②耐磨耗性 

 図 5に，二乗平均平方根高さの算出結果を示す．ここ

で，二乗平均平方根高さとは，平均線から測定曲線まで

の偏差の二乗を平均した値の平方根であり，凹凸を有す

る面の粗さを示す指標となる 2)．これより，二乗平均平

方根高さは，非走行部では変化は認められず，磨耗して

いないことを確認した．しかし，走行部では，供用 1年

で低下した．これは，タイヤの作用でほうき目の凸部(山

頂)が磨耗したためと考えられる．また，供用 1 年以降

では，二乗平均平方根高さはほぼ一定となり，磨耗の進

行速度が低下する傾向が認められた。これは供用１年で

ほうき目の凸部（山頂）が磨耗した後は，緩やかに磨耗

することを示すと考えられる． 
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図 5 自乗平均粗さの経時変化 

４．まとめ  

(1)UFC 耐磨耗版のすべり抵抗性は表面テクスチャに依

存し，適切なテクスチャを付与することが重要である． 

(2) ダンプトラック(約 800 台/日)が通過する歩道の乗

り入れ部に設置した UFC 耐磨耗版の路面性状を供用後 5

年間にわたり追跡調査した結果，表面に付与したほうき

目の凸部は，供用 1 年でほぼ磨耗したものの，BPN およ

び動的摩擦係数は一般的に問題のないレベルであった． 
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